
れ
ぬ
淺
薄
な
手
刺
に
擁
す
思
っ
た
け
れ
ご
、
か
、
る
淺
藩

な
颯
刺
需
も
、
そ
の
毎
時
の
興
奮
せ
る
諸
事
民
の
頭
に
は

異
常
の
影
響
を
傳
へ
π
事
は
信
じ
て
疑
は
な
い
の
で
あ
る

藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

交
學
士
　
江
　
馬

務

　
一
國
の
風
俗
は
以
て
其
の
鼠
を
象
徴
す
べ
く
、
一
世
の

容
儀
は
以
て
其
の
時
代
を
測
蝕
す
べ
し
。
我
が
風
俗
史
を

通
観
す
る
に
、
古
市
園
人
が
そ
の
容
儀
服
飾
に
つ
い
て
、

．
深
く
其
の
心
を
致
し
、
粉
飾
盛
装
以
て
、
一
代
を
調
す
べ

き
も
の
、
、
、
古
く
其
の
例
を
求
め
て
藤
原
時
代
を
得
、
近
く

僑
を
探
り
て
江
戸
時
代
を
得
○
然
れ
ご
も
是
等
二
時
代
の

風
俗
の
美
は
均
し
く
上
下
を
通
じ
て
こ
れ
あ
り
し
に
非
す

前
者
は
多
く
宮
廷
堂
上
諸
家
に
、
後
者
は
專
ら
町
家
花
稗

の
巷
に
存
し
た
り
、
き
○
今
藤
原
時
代
、
殊
に
藤
原
氏
の
榮

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
蹴
　
　
藤
源
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

華
を
極
め
し
一
條
天
皇
の
頃
を
中
心
こ
し
て
其
の
容
儀
服

飾
の
概
酪
を
叙
し
、
以
て
時
代
世
相
の
側
面
槻
察
を
な
さ

む
ご
す
○

　
　
　
　
隅

　
藤
原
時
代
の
容
儀
を
蓮
ぶ
る
に
當
う
て
、
先
づ
湖
る
べ

き
も
の
を
男
女
の
髪
風
こ
な
す
。
男
子
は
総
じ
て
頭
髪
か

勢
り
て
短
く
し
、
女
子
は
張
れ
を
延
ば
し
て
昔
な
が
ら
の

垂
髪
こ
な
す
。
男
子
の
結
髪
に
は
冠
を
戴
く
人
の
髭
こ
し

て
冠
下
の
影
ヴ
の
り
○
髪
を
吾
曾
に
束
ね
紫
元
結
を
憲
き
立

て
も
も
の
に
て
（
－
）
そ
の
起
原
の
早
く
冠
の
巾
子
を
生
す

る
以
前
に
あ
れ
ば
、
尋
城
嵯
峨
天
皇
の
頃
に
あ
り
○
　
（
2
V

叉
一
般
男
干
は
念
望
を
百
會
に
緊
束
し
て
後
方
に
垂
れ
し

の
み
○
（
・
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
む

　
（
1
）
源
氏
物
語
桐
壷
巻
縮
矯
元
服
の
條
に
「
結
び
つ
る
心
も
探
告
元
結
に

　
　
む
む
　
む

　
　
こ
き
紫
の
色
し
あ
ぜ
す
ぼ

　
（
2
）
相
撰
圓
、
伸
大
納
言
牛
巻
い
貞
丈
二
藍
龍
王
に
後
世
の
結
法
見
ゆ
れ

　
　
ご
申
古
に
定
法
な
こ
。

　
（
3
）
茶
釜
の
形
に
三
六
れ
ば
俗
に
茶
整
書
い
ふ
。
大
江
匡
房
洛
陽
田
樂
寵

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
　
號
　
　
　
　
・
七
三
　
　
（
二
六
三
）



纂
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

　
　
　
に
．
放
二
日
、
こ
い
昏
る
に
朗
7
レ
こ
れ
な
ら
む

　
、
泣
寝
の
女
子
は
古
摩
髪
の
長
き
を
以
て
誇
こ
な
せ
り
。

（
4
）
藤
原
時
代
に
は
そ
の
長
さ
の
意
表
の
外
に
出
つ
る
も

．
の
μ
腰
物
語
に
見
8
2
た
り
○
榮
花
物
語
初
花
に
は
藤
原
彰
子

の
髪
長
く
し
て
其
の
身
長
を
遇
ぐ
る
こ
ご
二
尺
ば
か
り
な

る
を
記
し
、
大
難
に
は
藤
原
師
舜
の
女
芳
子
の
髪
頗
る
長

く
、
一
、
内
へ
ま
み
り
給
ふ
．
こ
て
、
御
車
に
た
て
ま
つ
り
け
れ

ば
わ
が
御
身
は
乗
り
給
ひ
け
れ
ざ
、
御
ぐ
し
の
す
そ
は
幅

母
屋
の
粧
の
も
こ
に
ぞ
お
は
し
け
る
」
ご
あ
り
○
中
古
か
く

長
髪
た
り
し
は
｛
に
頭
髪
の
衛
生
良
好
な
り
し
に
因
る
こ

ε
に
し
て
、
八
丈
島
婦
．
入
の
現
に
長
髪
を
有
す
る
ご
其
の

理
由
を
一
に
せ
る
な
り
○
（
．
、
）

　
女
子
の
垂
髪
せ
し
蔚
は
両
頗
の
邊
の
髪
を
上
よ
り
二
尺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
ん
そ
き

除
に
て
勢
除
す
る
こ
ご
あ
り
名
づ
け
て
…
貰
批
こ
い
ふ
。
こ

れ
女
子
成
人
の
始
よ
り
行
ひ
、
髪
土
の
遺
風
こ
な
す
。
（
6
）

素
女
子
垂
髪
を
両
顛
及
び
後
背
の
三
方
に
分
ち
、
（
7
）
男

子
の
手
、
に
よ
り
て
其
の
末
端
を
上
げ
て
頭
上
に
一
鷺
す
る

第
二
號

七
四
　
　
（
二
六
四
）

こ
ご
、
恰
も
旧
師
寺
藏
仲
津
姫
像
の
刃
風
の
如
く
せ
し
も

の
な
る
を
、
後
髪
風
も
一
愛
し
、
髪
上
こ
て
後
方
に
垂
髪

せ
し
儘
頭
上
に
一
命
U
し
、
（
8
）
古
へ
垂
髪
の
末
端
を
上
げ

て
短
く
せ
し
、
縁
故
に
よ
り
て
、
顔
の
両
側
、
時
に
は
又
背

の
垂
髪
の
末
端
を
も
勢
逸
せ
し
な
る
べ
し
Q
（
9
）

　
猶
女
子
の
下
流
肚
禽
の
者
は
曇
批
を
な
さ
い
る
の
み
な

ら
す
、
髪
も
腰
の
あ
π
り
に
て
下
を
揃
へ
て
勢
り
し
な
ヶ

（
O
l
）
下
流
に
煽
て
も
若
年
の
女
子
は
往
々
後
背
に
元
結
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
縛
る
。
源
氏
物
語
罷
職
叉
佛
門
に
亡
し
把
る
入
は
花
れ
尼
ξ

て
髪
の
末
を
揃
へ
て
短
く
叢
り
し
な
り
。
（
1
1
）

（
益
）
椀
草
紙
う
ち
や
ま
し
き
も
の
・
條
髪
長
く
う
ろ
に
し
う
専
さ
が
9
ば

　
　
な
ご
め
で
れ
き
入

（
5
）
東
京
人
類
學
會
雑
誌
一
七
號
坪
井
正
五
鄭
博
士
「
八
丈
島
の
r
嬬
入
頭
皿

　
　
髪
の
憂
き
理
由
」
ミ
て
髪
を
緩
く
結
び
、
　
一
日
に
二
三
度
乃
至
七
八

　
　
度
楠
く
こ
ミ
を
詣
嘉
例
ぜ
ら
る
。
思
ふ
に
串
古
の
長
髪
は
垂
髪
な
ろ
、
、

　
　
ミ
與
っ
て
力
あ
ろ
べ
こ
6

（
6
）
竹
取
物
語
よ
き
ほ
こ
な
る
人
に
な
り
昇
れ
ば
、
髪
上
な
。
ε
沙
汰
し
．

　
　
て
髪
上
げ
さ
ぜ
、
裳
著
ず
、



　
（
7
）
三
方
に
奨
髪
の
例
3
5
山
八
幡
富
紳
像
に
あ
り
。

　
（
S
）
中
古
の
髪
上
の
圃
に
紫
式
潔
H
記
絡
巻
に
あ
嚇
。
御
陪
膳
の
時

　
　
　
も
こ
の
師
風
書
な
す
。

　
（
9
）
風
俗
翻
読
第
一
巻
第
一
號
拙
稿
三
三
の
風
俗
に
就
て
滲
考

．
（
1
）
扇
耐
爲
経
信
貴
由
繰
匙
一
考
’

　
（
1
1
）
源
氏
物
語
若
紫
巻
に
尼
君
六
ド
人
“
」
も
見
ね
す
。
…
ま
み
の
親
髪
の

　
　
美
し
げ
に
そ
が
れ
れ
る
末
も
申
総
長
き
ょ
擁
も
こ
よ
な
う
い
ま
め
か

　
　
・
し
き
云
々
隆
能
源
氏
に
も
こ
の
萎
見
ゆ
。

　
叉
男
女
児
は
三
歳
の
春
海
陸
こ
て
髪
を
延
ば
し
Q
（
1
2
）

O
O
　
O

め
ざ
し
ご
し
，
（
膨
振
分
髪
こ
す
○
（
1
4
）
顯
門
の
男
児
は

み
づ
ら

讐
に
結
ぶ
こ
£
あ
り
。
（
5
1
）

　
（
1
2
）
源
氏
簿
雲
斎
に
明
石
の
上
の
姫
の
髪
置
、
「
こ
の
春
よ
り
お
ふ
ず
御
ぐ

　
　
・
し
」
三
歳
の
時
な
り
。

（
1
3
）
狭
衣
に
見
ゆ
。
泥
亀
萬
葉
考
朋
記
に
解
し
て
額
髪
揖
を
湘
す
ば
か
り

　
　
な
る
を
い
ふ
ミ
な
す
Q

　
（
1
4
）
髪
を
頭
上
中
央
よ
り
左
右
に
分
ち
て
垂
れ
、
肩
の
あ
六
り
に
て
隔
掻

　
　
　
　
　
　
ゑ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
　
　
む
　
じ

　
　
げ
れ
ろ
如
き
髪
風
を
い
ふ
Q
伊
勢
物
語
に
「
く
ら
べ
こ
し
振
分
髪
も

　
　
　
こ
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
む
　
む
　
　

　
　
胤
…
す
㎞
き
ぬ
、
君
れ
鳳
・
b
す
・
し
イ
孟
誰
か
♪
の
ぐ
べ
き
」

　
（
1
5
＞
胃
事
談
に
小
松
帝
の
例
を
還
す
。
態
に
つ
い
て
は
考
古
學
麓
誌
第
五

　
　
巻
四
號
拙
稿
古
帥
像
風
俗
に
就
て
を
疹
ぜ
ら
れ
れ
こ
。

第
二
巻
　
　
叢
設

藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
繭
て

　
　
　
　
酬

　
女
官
の
頭
飾
は
饗
き
に
衣
服
倉
に
於
・
て
規
定
せ
ら
れ
穴

る
賢
群
は
既
に
凝
れ
、
内
宴
の
舞
妓
纏
か
に
其
の
悌
を
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
㊧
い

転
Q
（
1
6
）
叉
蔽
髪
こ
い
ふ
も
の
あ
り
O
額
こ
も
卜
し
、
髪
』

前
を
蔽
ふ
も
の
な
り
。
（
1
7
）
支
那
に
は
蹴
鋼
の
も
の
め
り

こ
い
へ
こ
（
1
8
）
我
が
國
の
も
の
ぱ
玉
、
金
、
銀
、
等
あ
り
Q

（
1
9
）
そ
の
形
状
牢
月
形
の
も
の
に
し
て
、
後
世
の
如
く
髪

上
に
て
作
れ
る
舞
に
結
び
付
け
し
な
ら
む
。
（
2
0
）
盛
装
の

時
に
使
用
す
ρ
（
2
1
）
叉
髪
上
せ
し
時
に
は
叙
子
を
挿
す
O

（
2
2
）
叙
子
ば
轡
の
こ
ご
に
て
、
頭
上
右
よ
り
左
に
横
に
挿
、

し
、
之
“
に
附
せ
る
村
濃
の
緒
を
以
て
其
の
先
端
を
絡
み

て
諮
る
、
も
の
こ
す
○
（
2
3
）
蔽
髪
ご
叙
予
ご
ば
混
同
し
て

今
臼
所
謂
「
お
し
や
し
」
を
成
せ
る
な
り
○

　
（
1
6
）
光
長
年
中
行
事
　
　
吊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
（
1
7
）
箋
註
和
名
抄

　
（
1
8
）
晋
書

　
（
1
9
）
考
古
界
第
七
篇
第
八
號
櫻
井
秀
氏
庇
髪
銀
子
位
瞼
考
滲
考

　
（
6
7
μ
）
光
長
年
中
行
事
踏
歌
節
聖
賢
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
む
む
　
む

　
（
以
）
空
穗
物
語
に
世
の
中
に
あ
り
が
閃
き
郷
で
ゑ
び
れ
ひ
、
ゑ
け
ぐ
し
、
．

第
二
號

・
七
M
血
　
（
二
山
ハ
五
）

郵



　
　
　
第
r
懸
　
叢
説
　
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

　
　
む
　
む
　
つ
　
　
　
し
　
く
　
ハ
し
　
む

　
　
S
い
・
し
、
も
ε
ゆ
’
ひ
お
・
ほ
宮
つ
か
へ
の
は
じ
め
御
て
う
ご
云
々

（
ウ
，
…
）
紫
式
郡
H
託
総
饗
に
間
あ
d
6
銀
子
金
色
な
り
Q

（
2
3
）
雅
鹿
装
束
抄
に
さ
い
し
を
左
の
手
に
取
り
て
、
下
仕
に
向
ひ
て
立
ち

　
　
て
、
分
け
回
の
右
の
方
の
獲
を
、
少
・
し
銀
子
に
て
す
く
ひ
て
、
分
け

　
　
目
を
こ
こ
て
、
叉
分
け
目
の
左
の
方
の
髪
を
叉
す
く
ひ
て
、
銀
子
の

　
　
先
の
出
で
れ
る
に
、
こ
の
村
濃
の
緻
の
片
々
を
分
け
目
の
上
よ
り
引

　
　
き
越
亡
て
、
銀
子
の
先
に
か
ら
む
な
り
。
（
原
丈
綴
名
）

　
　
　
　
罵

　
藤
原
時
代
に
は
化
粧
に
も
特
筆
す
べ
き
こ
ご
多
し
。
先

づ
眉
を
取
り
て
黛
を
書
く
こ
述
、
自
然
の
し
ざ
り
な
き
を

去
り
て
、
人
工
の
美
を
登
、
犯
す
る
に
あ
れ
ざ
、
抑
叉
麿
風

を
叢
書
に
あ
る
べ
し
。
（
－
）
枕
草
紙
魏
勧
綴
認
冠

に
「
眉
ぬ
く
」
ご
見
ゆ
○
抜
く
ご
は
即
ち
愛
子
を
以
て
抜
く

な
り
、
而
し
て
後
景
に
黛
を
以
て
別
の
眉
を
人
工
的
に
幽

く
Q
眉
を
抜
く
風
俗
は
早
く
女
子
間
に
始
り
、
後
男
子
に

及
べ
り
Q
（
2
）
こ
の
眉
作
の
風
俗
は
主
こ
し
て
堂
上
諸
家

に
行
は
れ
、
普
ね
く
民
間
に
及
ば
ざ
り
き
Q
（
－
3
）
藤
原
時

代
の
眉
の
形
状
は
⑲
く
し
て
横
に
長
か
り
き
○
（
4
）
、

第
二
號

・
七
山
ハ
　
ハ
甲
山
ハ
山
ハ
）

　
髪
は
江
戸
時
代
の
如
く
全
く
忌
み
し
に
は
あ
ら
す
。
さ

れ
ご
藤
原
時
代
末
葉
に
は
溜
り
に
延
ば
す
を
好
ま
ざ
り
し

が
如
し
・
長
く
な
る
時
は
之
れ
を
剃
り
臆
・
（
5
）

　
（
正
）
年
々
随
筆
に
眉
作
の
理
由
を
蓮
べ
て
日
く
、
は
セ
2
際
の
・
し
ご
け
な
吾
、

　
　
所
、
濃
き
薄
き
所
な
ご
あ
り
て
わ
ろ
ぴ
れ
れ
ば
云
々
電

　
　
一
書
軍
服
志
、
倹
粧
去
レ
周
閥
レ
額
。
一
月
煕
鐸
名
代
也
。
滅
二
虫
眉

　
　
毛
一
上
代
ご
其
庭
「
也

　
ハ
2
）
俗
悠
に
白
河
上
皇
よ
り
始
る
ご
い
ひ
、
滋
野
弁
氏
の
傷
に
拭
鳥
羽
天

　
　
白
韮
の
御
　
代
よ
り
灘
膓
を
機
で
・
ミ
い
へ
d
り
。
・
入
梅
…
信
漏
ヲ
ベ
キ
・
に
．
｛
似
晶
ト
リ

　
（
3
）
堕
民
に
も
口
聞
位
を
つ
く
ら
ふ
も
の
亦
眉
作
す
。
例
…
へ
ば
皇
女
，
髄
家

　
　
遊
女

　
（
4
）
源
氏
物
語
総
巻
、
扇
藤
窮
穫

　
（
5
）
空
穗
物
語
に
髪
そ
り
の
三
見
ゆ
。
剃
刀
は
佛
具
凝
し
て
法
門
に
入
る

　
　
時
に
の
み
用
う
ミ
傳
ふ
る
は
，
蓋
・
し
設
か

　
臼
粉
は
藤
原
初
期
に
は
米
粉
を
用
み
た
る
が
、
（
6
）
後

む
　
　
　

は
ふ
に
を
用
ふ
。
千
草
な
り
。
（
．
、
）
叉
女
子
は
爾
黒
を
な

す
。
こ
れ
上
古
の
遺
風
な
り
Q
（
8
）
元
は
女
子
の
み
專
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

黒
め
し
こ
ご
は
、
倭
名
抄
に
今
婦
人
有
二
歯
黒
具
｝
ξ
見
巨

て
、
言
男
子
に
及
ば
す
G
女
予
の
黒
蜘
め
せ
も
事
實
は
物



語
日
記
に
そ
の
例
理
論
見
ゆ
。
（
9
）
而
し
て
男
子
の
こ
れ

に
倣
ひ
し
は
實
に
鳥
朋
天
皇
の
頃
を
橿
輿
こ
す
ご
傳
ふ
。

（
－
o
）
後
李
氏
の
公
告
も
ま
た
誉
れ
を
塗
る
。
（
1
1
）
そ
の
材

料
は
後
世
の
如
く
鐡
汁
ご
五
倍
子
粉
ご
を
混
ぜ
し
も
の
な

ら
ん
。
（
1
2
）
叉
女
子
は
紅
に
て
顔
面
を
化
粧
す
る
こ
ご
も

あ
り
き
○
（
鰐
）

　
（
6
）
延
喜
奥
薬
料
式
供
御
自
紛
料
、
糖
米
一
石
五
斗
、
粟
一
石

　
（
7
）
榮
陀
物
語
着
裳
巻
に
怪
し
嘲
戯
し
六
ろ
女
こ
も
黒
か
い
れ
り
き
ぜ
て

　
　
む
　
む
　
　

　
　
は
ふ
に
ざ
い
も
も
の
塗
つ
け
て
、
か
づ
ら
せ
さ
隔
て
、
む
ら
刷
毛
化

　
　
粧
・
し
て
云
々

　
（
8
）
人
類
學
避
難
誌
六
五
號
佐
藤
重
紀
画
本
邦
淫
蜘
謬
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（
9
）
紫
式
部
日
記
に
邉
灘
い
“
」
、
く
は
て
ぬ
れ
ば
、
鐡
漿
つ
け
な
ご
ば
か

　
　
な
き
つ
く
ろ
び
ざ
も
す

　
（
り
一
）
海
人
藻
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
り
　
つ
　
コ

　
〈
瓦
）
奉
家
物
語
　
敦
盛
最
後
の
條
に
薄
化
粧
に
か
れ
ぐ
ろ
ぐ
」
見
ゆ
O

〈
2
1
）
榮
噛
化
一
物
瓢
…
　
わ
か
、
り
ミ
辱
れ
な
濯
り
な
｝
㌧
女
ザ
」
も
五
山
ハ
十
－
八
ぱ
μ
か
り
：
．
：
．

　
　
つ
　
づ
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
は
ぐ
う
め
く
ろ
ら
か
に
、
べ
に
あ
か
う
け
さ
う
厄
さ
ゼ
て

　
　
　
　
翼

　
交
武
官
は
正
装
こ
し
て
冠
を
戴
く
。
冠
は
五
位
以
上
は

　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
藤
原
畦
代
の
容
競
服
飾
に
就
て

綾
哺
地
斑
菱
（
1
）
山
鳥
位
下
は
熱
撃
文
の
緬
に
て
L
志
圖
即
下
山
方
の
形

に
縫
ひ
、
先
づ
樽
に
巾
子
こ
い
へ
る
筒
を
挿
入
し
て
後
之

れ
を
冠
り
、
．
弊
を
左
右
よ
り
挿
し
由
子
に
貫
く
O
⑤
）
燕

尾
（
嬰
糸
）
は
下
方
に
至
る
ほ
ご
太
一
末
端
丸
し
。
（
3
）
文
官

は
こ
れ
を
垂
れ
、
武
官
は
活
動
劇
甚
な
れ
ば
、
煩
を
避
け

て
元
は
長
さ
三
寸
以
内
こ
せ
し
が
（
4
）
當
時
は
恕
罪
こ
し

て
繧
を
附
し
た
り
（
・
、
）
細
櫻
の
制
は
未
だ
こ
れ
あ
ら
ざ
り

し
が
掬
じ
○
冠
の
装
飾
こ
し
て
は
古
く
は
實
花
を
挿
し
て

　
　
　
か
　
ざ
　
し
　
へ

こ
れ
を
挿
頭
花
、
こ
爾
へ
し
が
、
（
6
）
後
多
く
造
花
・
こ
な
り

ぬ
。
そ
の
花
の
種
〃
類
は
行
事
の
種
類
ご
官
職
ご
に
よ
り
て

夫
々
異
飼
あ
り
き
σ
（
7
）
叉
武
官
の
購
に
は
末
額
を
も
て

冠
を
窓
き
た
り
○
融
事
に
は
騒
に
心
葉
こ
て
梅
枝
を
立
て

臼
影
髭
を
即
く
Q
（
8
）

　
（
1
）
西
宮
記
に
門
兄
ゆ

　
（
2
）
孝
古
三
二
誌
第
五
巻
第
四
號
拙
稿
古
騨
織
風
俗
に
就
て
参
照

　
　
餓
馬
樂
に
曰
く
近
衛
の
御
門
に
巾
子
こ
ご
い
つ
、
髪
の
根
の
な
け
れ

　
　
ば

　
（
3
）
考
古
學
雑
誌
第
五
巻
第
四
號
拙
稿
同
上
及
び
源
氏
節
巻
灘
考

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
號
　
　
　
　
七
・
七
　
（
二
六
七
）



第
一
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
藤
．
源
時
代
の
容
儀
服
飾
に
競
て

〈
4
）
線
目
本
盗
元
正
天
皇
早
態
二
年
†
湾
壬
戊
の
條
に
陣
頭
後
脚
莫
・
二
二

　
　
　
三
寸
二
艶
々

〈
5
）
俘
大
納
緯
巻
に
は
巻
綴
の
駅
笄
を
後
方
に
輝
し
，
縷
を
こ
れ
に
結
び

　
　
　
つ
け
し
知
く
見
ゆ
p
姑
く
疑
を
存
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む

く
6
）
萬
黄
集
＋
一
、
も
こ
し
キ
あ
大
計
人
は
い
ご
ま
あ
れ
や
梅
を
か
ざ
し

　
　
　
む

　
　
　
て
こ
～
に
、
つ
ε
へ
り

　
く
7
V
粥
上
記
　
大
馬
素
天
皇
藤
花
、
祭
使
鋼
見
大
臣
藤
花
、
納
言
櫻
花
、

　
　
　
塗
議
山
茸
、
盲
亀
議
銚
以
下
畦
花
、
定
見
大
臣
白
菊
、
手
書
黄
菊
、

　
　
　
滲
議
龍
服
、
勢
少
納
言
時
花
、
踏
歌
綿
花
、
祭
使
藤
花
，
舞
尺
論
蔵

　
　
　
試
樂
日
小
竹
、
陪
縦
山
茸
、
四
日
祭
近
衛
使
桂
。
左
畿
記
、
寛
仁
三

　
　
　
八
、
十
一
、
定
考
　
奉
二
挿
頭
｝

　
（
8
）
紫
践
都
日
記
　
府
宰
相
中
勝
の
五
節
“
か
づ
ら
申
さ
れ
旗
う
つ
か
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
つ

　
　
　
す
つ
い
で
に
は
こ
一
よ
う
ひ
に
れ
き
も
の
い
れ
て
、
心
葉
梅
の
枝
を

　
　
　
・
し
て
い
ご
み
聞
セ
2
昂
り
。
兵
範
記
門
並
二
、
十
一
、
廿
四
藏
人
高
階

　
　
　
俊
成
日
蔭
組
（
灘
紅
梅
染
レ
之
）

　
　
　
三
二
梅
花
心
葉
等
灘
レ
常
。
小
忌
砲
長
円

　
文
武
官
の
略
装
、
民
間
の
男
子
は
李
常
に
は
烏
帽
子
を

．
戴
く
。
烏
帽
子
は
畠
南
を
黒
漆
に
て
繰
り
固
め
、
上
圓
下

方
に
作
る
O
組
し
民
間
に
は
柔
軟
な
る
も
の
も
あ
り
き
。

〈
9
）
さ
れ
ご
鳥
朋
天
皇
の
御
宇
花
園
左
大
臣
有
仁
衣
紋
を

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
　
ふ
U
八
　
　
（
二
⊥
ハ
八
）

好
み
、
装
束
も
強
装
束
を
作
り
、
烏
黒
影
も
張
抜
こ
し
て

も
　
　
へ
　
　
も

眉
さ
び
な
ご
を
作
れ
り
○
（
，
‘
1
）
こ
れ
よ
り
從
來
の
烏
帽
子

は
立
鳥
帽
子
、
風
折
鳥
網
子
等
の
測
を
生
じ
き
。
叉
童
子

は
額
鳥
帽
予
こ
し
て
三
角
形
の
黒
或
は
白
き
巾
を
前
額
に

當
て
紐
に
て
後
方
に
結
び
つ
く
。
古
今
要
覧
稿
に
は
こ
れ

侍
烏
帽
子
の
ま
ね
き
の
み
を
帽
子
こ
な
せ
し
も
の
な
る
を

説
け
こ
も
、
待
鳥
二
子
の
成
れ
る
以
前
既
に
あ
h
・
o
年
中
行

事
輪
巻
烏
獣
磯
回
隔
廊
寓
緯
こ
は
恐
ら
く
立
鳥
帽
子
を
正
面
よ

り
見
し
形
状
を
模
せ
し
も
の
な
る
べ
し
○

女
子
は
他
入
に
顔
見
ら
る
・
を
珊
つ
る
が
故
に
．
檜
扇

若
し
く
は
頭
髪
に
て
顔
を
蔽
ふ
こ
ご
あ
り
。
（
且
）
外
出
に

は
中
高
に
て
縁
の
勾
配
頗
る
急
な
る
菅
笠
を
冠
る
○
こ
れ

を
市
女
笠
ざ
い
ふ
Q
中
に
は
衣
を
頭
よ
り
か
づ
き
て
市
女

笠
を
劣
る
あ
り
○
こ
れ
等
を
世
に
壼
装
東
こ
い
へ
り
○
バ
ー
2
）

　
（
9
）
年
雲
行
纂
総
拳
、
信
貴
由
線
起
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

（
9
1
）
翁
誘
賄
箆
誇
霧
Q
し
謬
岬
囲
い
劃
し
ら
で
、
掛

　
　
　
貫
も
な
か
ふ
み
イ
、
、
烏
理
縫
斑
蓬
塞
、
議
論
け
る
な

　
　
　
る
．
へ
・
し
。
既
の
噴
こ
そ
さ
び
ゑ
ぼ
う
・
し
、
き
ら
め
き
鳥
毛
…
子
な
ご
を



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
む
　
　
コ
　
つ
　
む

　
　
書
く
か
は
り
て
侍
る
め
れ
。
榊
皇
正
統
艶
に
も
装
束
の
こ
に
く
な

　
　
　
む
　
　
　
む
ぐ
ら
　
む
む

　
・
　
り
、
烏
鰭
子
の
額
な
ん
こ
い
ふ
ご
ミ
も
そ
の
頃
よ
り
出
で
來
に
き
。

　
　
冠
の
硬
鶴
は
更
に
後
な
ろ
べ
・
し

　
く
1
1
）
枕
草
紙
九
十
一
段
さ
、
げ
れ
る
扇
を
さ
へ
取
り
給
へ
る
に
、
　
ふ
り
か

　
　
く
す
べ
薯
・
彬
撲
の
あ
や
・
し
さ
さ
へ
思
ふ
に
．
G
　
す
べ
て
ま
こ
ご
に
さ
る
け

　
　
こ
き
や
っ
き
て
こ
そ
見
ゆ
ら
め
、
…
…
寸
」
み
に
も
立
ち
給
は
ね
ば
、

　
　
融
を
お
・
し
あ
て
こ
つ
つ
ぶ
し
居
れ
る
も
か
ら
き
ぬ
に
こ
ろ
い
物
う
つ

　
　
嚇
て
、
ま
だ
ら
に
な
ら
ん
か
亡

　
（
毘
）
桃
草
紙
み
ぐ
る
し
き
も
の
、
つ
ぼ
さ
う
そ
く
し
れ
る
物
の
い
そ
ぎ
て

　
　
あ
ゆ
み
六
る
壷
装
康
は
衣
の
前
の
復
を
栃
り
て
前
に
挿
み
つ
ぼ
を
る

　
　
よ
り
り
名
こ
い
ふ
Q
あ
る
ぱ
三
冠
束
の
暑
に
や
。

　
　
遊
冶
記
長
和
三
、
四
、
廿
一
　
騎
督
長
、
放
免
等
、
横
二
行
親
中
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝋
冗
、

　
　
切
一
一
市
女
笠
一

　
　
　
　
圏

　
次
に
藤
原
時
代
の
優
美
な
る
服
装
に
就
て
一
言
せ
む
ご

す
○
重
代
の
男
官
の
大
禮
装
は
禮
服
こ
て
衣
服
命
の
規
定

に
亡
き
π
る
装
束
な
る
が
、
そ
の
影
式
ば
概
ね
古
風
を
踏

襲
し
て
當
代
の
特
質
を
螢
揮
せ
す
。
之
れ
に
反
し
て
能
く

藤
原
時
代
を
反
映
せ
る
は
束
帯
以
下
の
装
束
に
あ
り
。

第
　
　
管
　
　
叢
　
訊
　
　
藤
原
曜
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

　
男
官
の
正
装
潔
束
帯
こ
い
ふ
。
装
束
抄
を
見
れ
ば
束
帯

・
は
冠
、
鞄
、
孚
当
馬
下
襲
、
杷
、
軍
、
表
袴
、
大
日
袴
、

石
帯
、
李
緒
、
太
刀
、
被
、
履
を
着
し
笏
を
持
て
る
も
の

な
h
・
ご
説
け
ご
も
、
こ
は
全
く
盛
装
の
極
度
を
表
は
せ
る

も
の
に
し
て
Y
式
正
の
場
合
ご
錐
、
決
し
て
か
く
は
看
せ
・

ざ
る
も
の
、
こ
す
O

　
鞄
は
束
帯
の
表
而
に
着
す
る
衣
、
腋
を
縫
ひ
塞
ぎ
て
側

（
裾
の
横
幅
の
部
）
あ
る
を
縫
擁
ご
劃
し
主
こ
し
て
交
官
及

び
武
官
土
位
の
乾
す
る
も
の
こ
す
Q
腋
騰
き
欄
な
き
は
闘

鞭
絶
こ
も
襖
こ
も
難
し
、
専
ら
武
官
及
び
こ
れ
に
相
當
の

官
の
着
す
る
研
な
り
○
當
時
の
形
式
盤
領
（
上
頸
、
詰
襟

の
如
し
）
高
£
て
、
領
を
合
す
に
蜻
蛉
頭
四
郷
犠

を
以
て
す
○
右
権
、
に
て
重
壁
長
く
袖
ロ
難
し
。
（
王
）
そ

の
地
質
五
位
以
王
多
量
、
夏
羅
、
六
位
以
下
冬
絶
夏
羅
こ

し
色
臼
は
延
喜
式
に
櫨
れ
ば
、
親
王
四
鹸
諸
王
一
位
は
深

紫
、
諸
王
二
位
よ
り
五
位
迄
は
中
紫
、
諸
臣
一
位
及
び
大

臣
は
深
紫
、
二
三
位
は
中
耳
、
四
位
は
深
緋
、
五
位
は
淺

第
二
號

七
癌
ル
　
（
二
山
ハ
九
）



　
　
　
　
第
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

．
緋
、
六
七
位
は
深
緑
、
八
位
初
位
は
深
標
に
し
て
（
2
）
そ

の
交
様
に
は
定
制
な
か
り
き
。
さ
れ
ご
多
く
用
ゐ
ら
れ
し

交
様
は
藻
に
四
葉
草
雲
鶴
な
ご
な
）
き
。
（
3
）
又
襟
及
び

袖
ロ
に
別
の
巾
に
て
飾
を
施
し
、
置
ロ
あ
り
し
こ
ご
も
唐

服
の
摸
倣
な
る
べ
し
。
叉
特
種
の
鞄
に
は
天
皇
の
黄
櫨
染

（
4
）
麹
塵
（
・
。
）
畠
、
等
あ
り
き
・

　
バ
ー
）
霜
口
の
潤
さ
は
後
燈
ほ
こ
大
な
ザ
O
丈
徳
天
皇
齊
衡
三
年
二
月
翻
に

　
　
　
は
一
尺
二
寸
以
下
、
　
一
條
天
皇
長
保
元
年
七
月
の
制
に
拭
一
尺
八
寸

　
　
　
以
下
診
　
間
疑
一
年
号
因
十
個
月
に
は
一
尺
山
一
寸
以
一
ト
マ
」
な
れ
日
ツ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

く
2
）
窒
穗
物
語
吹
上
の
下
の
巻
に
一
位
の
砲
陣
を
詠
じ
て
「
紫
に
そ
む
る

　
　
　
衣
の
愈
禦
・
三
位
三
位
を
よ
み
こ
下
の
愈
「
わ
藁
を
今
袋

　
　
　
の
ま
む
」
ε
い
び
、
五
位
の
歌
を
「
六
つ
田
姫
も
み
ち
の
か
さ
を
ぬ

　
　
　
ふ
、
鞘
ぐ
」
い
μ
」
山
ハ
位
を
げ
h
「
さ
ほ
山
の
’
み
．
ご
吋
の
み
ね
に
聖
か
く
れ
六
・
わ
」

　
　
　
を
詠
ぜ
ろ
は
當
色
を
讃
ず
る
に
足
る
べ
・
し
O
大
和
物
語
に
小
野
好
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
　
の
四
位
の
歌
に
門
玉
≦
し
げ
二
電
ぜ
あ
は
ぜ
ぬ
君
が
身
を
，
あ
け
な

　
　
　
か
ら
や
は
あ
ら
ん
ε
思
ひ
し
」

〈
3
）
小
野
道
風
古
懲
α
藻
に
四
葉
鼠
の
砲
を
着
す
。
雲
鶴
の
こ
ε
ほ
大
瀦

　
　
物
語
に
染
殿
内
侍
が
丈
徳
天
皇
の
皇
子
源
能
有
に
雲
鶴
の
紋
を
そ
む

　
　
る
こ
ご
を
脱
す
。

第
二
號

八
0
　
ハ
ニ
七
〇
）

　
（
4
）
麿
帝
擁
黄
の
狐
色
を
模
す
。
　
山
科
家
の
簿
に
目
中
の
臼
の
色
こ
す
。

　
　
　
挙
安
宋
よ
噂
淺
黄
、
こ
な
り
、
次
に
藍
耐
忍
茶
ε
な
り
、
黄
土
・
こ
な
る

　
　
　
桐
竹
鳳
鳳
の
丈
様
あ
り
。

　
（
．
o
）
麹
縷
山
鳩
色
、
麗
下
亦
勅
許
を
得
て
着
す
。
小
右
寵
永
観
二
、
十
、

　
　
　
鷲
七
公
卿
騎
馬
庖
從
（
中
略
）
著
叫
一
麹
塵
表
御
砲
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
抱
の
形
状
欄
の
両
脇
に
め
り
さ
き
の
生
せ
し
は
、
藤
原

時
代
の
優
美
な
る
容
姿
を
欲
せ
る
あ
り
に
生
じ
だ
る
も
の

　
　
　
　
○
　
○
　
　
か
く
ぶ
く
ろ

　
　
　
　

背
の
は
こ
ね
へ
郵
袋
）
も
衣
紋
の
趣
好
よ
り
駈
れ
る
な
る
べ

し
○
な
ほ
鳥
朋
上
皇
の
頃
強
装
束
世
に
行
は
れ
て
よ
り
、

風
姿
更
に
優
腕
こ
な
り
、
鳶
色
も
圓
融
天
皇
の
頃
よ
り
漸

く
違
濫
を
生
じ
、
四
位
は
三
位
に
、
五
位
ば
四
位
ご
嗣
一

．
こ
な
り
了
ん
蹟
Q
（
6
）
而
し
て
紫
は
盆
濃
厚
こ
な
り
殆
ん

ざ
黒
色
ご
識
別
し
難
く
、
鳥
新
院
の
頃
に
は
全
然
黒
色
で

な
り
、
竃
口
は
滅
べ
り
○

　
（
6
）
小
膚
記
正
暦
三
、
九
、
　
一
明
翼
翼
人
望
ユ
四
位
一
風
レ
砲
。
　
以
｝
｝
三
晶

　
　
　
砲
「
逡
二
四
品
一
如
弼
。
然
．
弱
潰
レ
之
。
共
働
三
崎
近
代
三
四
位
砲
．
共

　
　
　
色
一
同

　
　
　
小
右
記
三
峰
天
桑
長
和
煮
勢
三
、
管
蝿
頭
資
學
來
云
、
四
弦
胤
位
位

し



　
　
　
色
更
衣
後
、
可
レ
正
二
共
色
一
之
由
撮
政
命
云
々

　
孚
膏
は
鞄
の
下
に
着
し
斜
な
き
衣
な
り
。
地
綾
、
練
羅

に
て
、
色
に
滅
紫
、
黒
、
藍
あ
り
。
（
7
）
西
宮
記
に
臣
下

上
騨
腸
有
事
レ
一
時
三
二
一
三
哺
ご
見
ぬ
、
李
常
は
着
せ
す
Q

．
（
8
）
但
舞
人
或
は
閥
擁
に
着
す
。
こ
の
下
に
下
襲
を
看
す

當
代
の
好
爾
は
そ
の
裾
の
背
面
を
後
に
長
く
曳
く
こ
ご
、

・
な
り
、
（
9
）
起
原
早
く
仁
明
帝
御
宇
に
出
せ
り
Q
（
1
0
）
枕

草
紙
媒
藁
に
御
下
襲
の
℃
り
い
農
一
所
せ
げ
に
て
こ

見
ゆ
る
は
這
般
の
演
息
を
傳
ふ
る
も
の
な
り
。
地
絹
羅
あ

り
し
も
一
日
晴
に
は
綾
を
用
ゐ
（
1
1
）
色
は
季
飾
の
推
移
に

從
ひ
て
表
裏
共
當
時
の
樹
木
草
花
の
色
調
に
擬
し
、
「
重
心

即
日
」
ご
睡
U
べ
り
○
（
1
2
）

　
（
7
）
西
転
記
、
延
事
式

　
　
　
ち

　
（
8
）
今
鏡
　
白
州
の
わ
距
り
の
巻
お
ほ
み
あ
そ
び
に
冬
の
束
帯
に
牟
将
を

　
　
吾
・
さ
ぜ
払
帽
へ
櫃
ッ
侍
り
る
を
b
「
屑
ぬ
が
煙
給
ふ
ミ
吾
㌧
ゆ
｛
予
治
…
…
殿
よ
儲
り
隙
μ
博
し

　
　
　
め
て
下
襲
の
み
白
く
見
レ
2
け
る
に
、
こ
の
大
臣
ひ
ε
り
は
串
磐
を
着

　
　
　
給
…
へ
湘
ワ
け
’
れ
げ
ハ
、
御
　
h
一
記
に
侍
る
な
る
は
、
予
ひ
ε
り
牛
軸
瞥
の
筏
を

　
　
き
貼
り
。
衆
人
恥
ぢ
六
ろ
色
あ
り
ぜ
ぞ
蔽
う
な
ろ
。

第
　
一
巻
　
　
　
叢
　
読
　
　
　
藤
原
畦
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

　
（
9
）
裾
長
さ
村
上
天
畠
天
暦
元
年
親
王
は
砲
翻
よ
り
い
つ
る
一
尺
五
寸
、

　
　
大
臣
一
尺
、
納
醤
同
八
寸
、
　
滲
購
鵬
山
酵
素
（
萸
部
王
一
記
）
後
一
條
天
爵
鋸
延
久

　
　
二
年
に
は
腰
よ
日
り
以
下
大
臣
・
七
胃
八
誓
言
山
ハ
尺
鵡
参
議
五
回
八
四
位
五
位
四

　
　
尺
〃
後
徐
H
長
く
徳
川
時
代
に
に
大
臣
一
三
一
二
尺
戸
に
■
及
べ
リ
。
貯
以
F
推
寮

　
　
す
べ
し

　
（
1
0
）
績
日
本
後
紀
．
那
和
五
三
乙
丑

　
（
1
1
）
西
富
記

　
（
児
冒
椀
草
紙
に
冬
綴
踵
掻
練
重
、
蘇
芳
重
噛
夏
ご
藍
、
白
血
等
の
色
翔
ゆ

　
　
西
宮
記
に
櫻
、
藤
、
朽
二
等
見
ゆ
Q
櫻
は
表
白
蔑
葡
、
萄
藤
一
三

　
　
護
欝
の
類

　
な
ほ
下
に
相
を
看
す
○
紅
多
し
Q
枕
草
紙
に
相
な
．
ε
か

り
そ
め
に
着
π
る
は
よ
し
ご
い
へ
り
。
軍
も
紅
黄
な
．
ε
の

生
綾
に
綾
の
紋
あ
で
や
か
に
つ
け
た
り
Q
袴
の
最
も
外
に

着
す
る
は
表
袴
、
ご
辮
し
、
袷
、
軍
の
別
あ
り
○
貴
顯
公
卿

年
少
の
者
均
し
く
自
の
浮
織
物
縮
線
綾
を
用
ゐ
、
（
0
0
⊥
）
他

は
臼
の
堅
織
、
吊
を
用
う
。
叉
下
に
中
袴
を
着
す
後
縫
の

赤
大
口
に
相
當
せ
り
○

　
石
帯
も
當
代
に
は
華
奢
風
流
を
壷
せ
る
の
威
あ
り
Q
革

製
に
て
形
状
は
胴
巻
ぼ
似
、
腰
気
を
並
め
て
銃
具
に
て
止

第
二
號

八
一
　
（
二
七
一
）

町



第
　
　
巻
　
　
叢
　
訊
　
　
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

め
、
そ
の
徐
は
背
後
に
挿
み
し
を
、
（
美
1
）
寮
属
天
皇
以
後

上
手
ご
鵬
ご
二
條
に
溜
る
～
に
至
れ
り
。
（
一
〇
工
）
そ
の
石
に

は
延
喜
式
の
制
に
守
れ
ば
熟
議
以
上
の
公
卿
は
臼
玉
珊
瑠

自
誓
紀
伊
石
、
四
位
五
位
は
蹴
瑠
、
罵
瑞
、
斑
犀
、
象
牙

沙
魚
皮
Y
紫
檀
、
刻
鍛
金
銀
、
白
哲
紀
伊
石
、
六
位
以
下

は
烏
犀
角
、
紀
排
右
こ
な
し
、
爾
後
漸
く
墾
改
あ
り
き
。

（
鴻
）
而
し
て
節
曾
行
幸
刻
見
定
考
立
后
任
大
臣
等
に
は
隠

交
巡
方
を
著
し
、
李
素
は
無
文
鼻
繋
を
用
ゐ
π
り
き
・
そ

の
文
に
は
麿
雁
、
落
花
、
門
訴
、
鵡
形
、
雲
形
、
鶴
通
天

鴛
麺
天
あ
り
だ
b
O
（
1
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ラ
　
つ
　
　
　
む
　
　
ヨ
　
　
む

　
（
1
）
大
鏡
に
藤
原
道
隆
の
峰
藁
家
の
姿
、
衰
袴
龍
膿
の
こ
璽
織
物
ご
見
り

　
　
丈
襟
常
時
の
好
に
よ
り
し
な
ろ
べ
し
　
　
曳

　
（
4
【
）
集
吉
十
種
棄
大
慈
八
幡
腰
帯
生
り
、

、
（
5
i
）
黒
川
眞
頼
博
士
月
本
風
俗
読

、
（
1
6
＞
西
宮
記
　
自
玉
謄
丈
王
者
以
下
三
位
及
び
塾
議
以
上
、
斑
雄
馬
臓
映

　
　
玉
は
鍬
位
五
位
、
出
廉
云
石
い
μ
山
ハ
彼

く
η
）
江
竹
馬
。
左
経
記
萬
謹
五
、
四
、
八
、
癸
酉
、
關
禽
殿
仰
云
、
冷
ロ

　
　
蓄
候
・
蔽
殿
呼
量
等
上
皆
令
レ
納
二
法
成
穿
藏
象
Q
叉
以
二
香
等
鴨

第
ご
號

入
二
　
（
ご
七
二
）

　
　
分
順
奉
院
営
一
云
々
。
叉
烏
犀
巡
方
二
言
献
二
内
並
兼
冨
｝
了
。
（
棄
営

　
　
鶴
蓮
天
、
御
春
日
被
レ
獄
了
。
内
馬
形
依
レ
遣
言
【
今
日
献
レ
之
。

叉
衛
府
の
下
官
は
布
の
鞄
を
篤
し
、
白
布
帯
を
結
ぶ
。
こ

　
　
か
ち
え

れ
を
褐
衣
こ
い
ふ
。
小
右
記
、
二
三
ご
、
八
、
＋
九
に
左
右
立
合

出
、
（
左
近
御
爺
近
衛
着
二
褐
衣
下
聾
）
ご
あ
る
こ
れ
な

し
リ
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

束
帯
に
次
ぐ
賂
装
を
霧
袴
ご
署
す
。
冠
を
戴
匙
位
飽
下

襲
を
蕎
し
指
貫
を
穿
ち
笏
を
持
つ
姿
を
い
ふ
。
（
7
1
）
布
袴

に
次
ぐ
を
衣
冠
ご
聡
し
、
布
袴
の
下
襲
の
み
を
略
せ
し
も

の
な
う
こ
す
。
（
1
8
）
叉
堂
上
諸
家
の
略
装
に
直
衣
あ
り
Q

高
位
高
官
に
昇
ら
す
ん
ば
着
す
る
を
得
す
。
こ
れ
を
着
し

得
る
位
を
直
衣
の
位
こ
い
へ
り
Q
（
1
9
）
直
衣
は
位
階
を
表

現
す
る
當
色
の
炮
を
着
す
る
に
非
す
し
て
、
難
砲
を
表
に

着
し
、
通
常
そ
の
下
に
軍
を
痛
し
、
指
貫
を
穿
つ
。
（
0
ウ
“
）

こ
の
外
の
瑚
に
下
襲
を
着
す
る
こ
ε
あ
る
時
は
、
こ
れ
を

直
衣
難
訓
こ
い
ふ
Q
（
2
1
）
叉
普
通
の
蔽
衣
に
初
を
着
す
る

こ
ご
翁
）
帷
干
を
着
す
る
こ
ご
も
あ
り
ゆ
（
2
3
）
一
日
購
に



・
は
風
流
に
初
の
長
き
を
欄
よ
り
出
し
て
盛
装
を
街
ふ
あ
り

・
こ
れ
を
詩
思
又
は
出
費
芒
名
づ
く
。
（
1
8
）

　
（
7
1
）
灘
亮
装
束
抄
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
大
些
些
長
御
冠
め
し
掻
綴
の
御
下
襲
に
お
袴
を
さ
う
そ
か
ぜ
給

　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
（
S
1
）
殿
二
天
・
承
二
、
十
二
、
十
・
《
ハ
田
－
辰
、
m
理
暗
ト
驚
還
黙
｛
両
日
、
余
丁
二
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
　
　
冠
㌔
薄
色
堅
丈
織
物
指
貫
、
紅
打
衣
遇
霜
藩
二
野
墾
革
絡
持
レ
笏

　
（
1
9
）
空
腸
物
語

　
（
2
0
）
西
宮
記
（
臨
時
四
）
　
古
蜜
新
迂
愚
倣
已
上
輩
著
轟
蕪
砲
直
衣
一
也
Q
王

　
　
　
者
已
．
丁
及
被
レ
聰
二
雑
砲
「
三
衣
レ
之

　
　
　
落
窪
物
語
に
い
ミ
濃
き
紅
の
御
尋
、
麟
き
生
絹
の
御
三
衣
、
羅
の
直

　
　
　
衣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買
　
　
、

　
・
（
2
1
）
売
工
穂
…
物
…
瓢
㎎
　
捌
鵬
色
の
山
添
衣
つ
》
じ
色
の
下
襲

　
（
2
2
）
撹
草
紙
　
殿
に
う
す
色
の
御
直
衣
も
＠
ぎ
の
織
物
の
御
鮨
貫
、
く
れ

　
　
　
な
み
の
御
ぞ
（
霜
の
こ
ご
）
こ
も

　
（
2
3
）
帷
子
い
亙
あ
ざ
や
か
匹
、
藏
ご
藍
の
あ
を
に
ぶ
の
指
貫
（
下
に
烏
幡

　
　
　
子
の
誤
信
あ
り
）

直
衣
の
地
に
織
物
殿
農
場
源
氏
羅
落
窪
等
あ
り
。
色
文
襟
に

定
規
な
く
、
浮
線
綾
は
多
く
用
ゐ
ら
れ
隠
り
。
（
4
2
）
指
貫

は
括
緒
袴
に
し
て
、
元
は
狩
衣
の
袖
括
の
如
く
組
緒
を
指

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
叢
　
説
　
　
　
藤
原
畦
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

し
貫
き
て
絞
る
よ
り
名
づ
く
ご
、
（
2
5
）
地
に
織
物
李
絹
等

あ
り
。
（
2
6
）
紫
そ
の
他
の
寒
色
を
用
ゐ
、
（
3
7
）
年
少
に
從
，

ひ
て
色
調
濃
厚
な
る
習
慣
な
り
○
文
襟
に
規
定
な
し
。
構

用
の
制
は
西
宮
記
臨
時
四
に
備
州
已
下
衆
人
所
レ
用
也
、
古

時
有
レ
制
、
臣
下
不
レ
思
、
近
代
五
位
以
上
、
昇
殿
六
位
皆

用
レ
之
ご
あ
り
。
指
貫
の
裁
縫
は
殊
に
大
く
作
り
し
か
ば
、

袴
を
踏
み
つ
、
手
に
て
膝
上
を
引
き
上
げ
つ
、
歩
を
移
せ

る
姿
頗
る
優
美
な
b
き
。
（
8
2
）

　
堂
上
諸
家
の
遊
猟
に
は
、
狩
衣
を
延
す
。
狩
衣
の
状
形

の
特
徴
は
盤
領
に
て
正
面
の
襯
付
戴
れ
、
關
腋
こ
な
れ
る

こ
ご
に
し
て
更
代
初
期
に
は
未
だ
禰
括
の
紐
な
か
り
き
Q

粛
）
當
帯
も
後
世
共
切
に
て
作
る
も
樋
代
は
然
ら
す
愈
）

地
色
文
に
好
あ
れ
こ
も
規
定
な
く
（
3
1
）
西
宮
記
に
は
太
上

天
皇
已
下
随
レ
便
服
用
、
無
レ
所
レ
隈
ご
見
ね
π
り
P
こ
の
服

装
に
は
烏
帽
子
を
着
し
、
指
貰
ご
内
衣
ご
を
着
す
○
　
（
2
）

叉
一
般
に
は
水
、
季
あ
り
Q
後
世
の
渾
身
に
は
領
に
紐
を
附

せ
こ
も
、
．
當
代
に
は
な
く
、
狩
衣
ご
殆
ん
ご
周
じ
O
但
し

　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
　
　
　
入
館
　
（
二
七
三
）



第
一
巻
　
　
叢
　
読
　
　
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

そ
の
形
狩
衣
よ
り
も
丈
短
く
し
て
、
着
用
の
時
は
袴
に
着

込
む
る
の
差
あ
る
の
み
。
（
3
3
）

　
（
2
4
）
扇
面
寓
言
等

（
2
5
）
松
の
落
葉

　
（
2
0
）
椀
草
紙
飾
抄

入
2
7
）
紘
草
紙
書
し
ぬ
き
は
紫
の
こ
き
、
も
ね
ぎ
、
裏
に
ふ
六
あ
ろ
、
い
¢

　
　
　
あ
つ
き
比
夏
期
の
蒸
し
滴
る
も
ず
こ
し
げ
な
り
。

　
（
2
8
）
北
野
縁
起
等
参
考
。

　
　
　
祝
草
紙
、
う
す
二
藍
の
あ
を
に
ぶ
ち
の
指
門
守
な
ご
ふ
み
し
ら
し
て
ゐ

　
　
　
六
め
り
Q

　
（
2
9
）
相
撲
圃

　
く
訓
）
櫻
非
紳
杜
紳
録

　
（
現
）
枕
董
・
紙
．
か
り
ぎ
ぬ
は
、
か
う
ぞ
め
の
う
す
き
、
臼
き
ふ
く
さ
、
あ

　
　
　
か
色
事
の
葉
色
、
あ
を
ば
、
さ
く
ら
、
・
や
な
ぎ
、
叉
あ
を
ふ
ぢ
、
勇

　
　
　
は
碧
色
の
き
め
を
も
き
六
れ
。

　
〈
3
2
）
榮
粟
物
語
動
花
巻
　
香
に
羅
の
響
き
叢
れ
隠
る
狩
襖
（
独
衣
の
こ
ぜ
）

　
　
　
に
濃
紫
の
三
紋
の
指
畏
き
て
、
紅
の
内
衣
な
ご
ぞ
著
給
へ
る
。

　
〈
3
3
）
扇
颪
新
訂

　
藤
原
時
代
の
女
官
の
装
束
は
男
官
よ
り
も
更
に
富
麗
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
一
號
　
　
　
八
閥
　
（
二
七
四
）

極
め
蹴
り
。
こ
れ
を
焦
す
る
に
、
そ
の
盛
装
こ
し
て
は
唐

衣
裳
を
着
す
る
蕩
合
、
小
桂
を
着
す
る
蕩
合
、
そ
の
他
細

長
、
汗
杉
を
着
す
る
等
の
蕩
合
め
う
。
唐
衣
裳
着
用
の
時

は
普
通
上
よ
b
癬
衣
、
表
着
、
三
衣
、
荏
（
衣
）
軍
を
着
し

裳
を
纒
ひ
袴
を
穿
つ
。
（
－
）
略
装
小
鍋
の
時
は
小
毬
、
表

着
、
打
衣
、
桂
、
軍
、
袴
（
2
）
細
長
は
着
用
の
時
桂
若
く

ば
小
桂
の
王
に
着
し
、
（
．
・
）
汗
彰
は
唐
衣
ご
共
に
着
し
、

若
し
く
は
秘
ご
共
に
重
ね
て
着
す
。
そ
の
他
例
外
の
服
装

は
殆
ん
ご
枚
畢
に
追
あ
ら
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

（
三
藁
式
蔀
臼
誕
色
ゆ
る
さ
れ
六
る
人
々
は
例
の
青
色
赤
穂
の
唐
衣
に
地

　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
つ

　
　
　
摺
の
裳
、
嚢
著
は
お
・
し
わ
れ
・
し
て
蘇
芳
の
織
物
な
り
。
れ
ず
齎
馬
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
　
　
中
言
ぞ
蘇
芳
染
を
き
て
待
㌣
し
・
う
ち
も
の
こ
も
は
濃
き
薄
斗
、
紅
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
を
こ
き
ま
ぜ
六
る
樺
…
に
て
、
甲
な
る
衣
こ
も
例
の
支
子
の
濃
き
薄
キ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
紫
苑
色
護
響
き
菊
を
も
し
α
三
重
な
ご
心
々
な
り
。
（
箪
袴
に
書
及
厄

　
　
　
ざ
れ
ご
必
ふ
ず
着
ぜ
る
こ
ぐ
」
ゆ
μ
後
の
多
く
の
例
に
イ
、
知
る
べ
・
し
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
源
氏
物
語
幻
巷
、
紅
の
黄
ば
み
索
う
け
そ
び
六
ろ
袴
、
萱
草
色
の
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
り

　
　
　
い
ご
紬
眠
き
鉢
一
色
に
．
蛾
州
銭
㌧
な
ご
美
・
し
か
ら
帰
す
雷
山
り
て
裳
麿
一
衣
も
云
々
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
づ
　
つ
　
つ

　
（
2
）
紫
式
蔀
“
記
　
宮
は
測
の
紅
の
御
衣
（
弼
衣
）
紅
梅
も
韓
ぎ
棚
由
吹
の

獅



φ

’

　
　
　
む
　
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
御
衣
（
袖
）
上
に
は
葡
萄
染
の
織
物
の
御
衣
（
表
着
）
柳
の
上
白
の
獅
小

　
　
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
む

　
（
3
）
藩
窪
物
尽
叩
　
濃
斗
・
綾
の
甜
樹
、
女
滝
花
缶
U
の
細
長
碧
給
へ
い
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
む
　
つ
　
む
む

　
　
　
空
愁
物
語
　
い
ぬ
み
や
爵
い
う
す
も
の
・
ほ
そ
な
が
に
、
ふ
ぬ
あ
み

　
　
　
　
　
　
む
ぐ
む

　
　
　
の
こ
う
ち
き
を
給
ひ
て

　
さ
て
唐
衣
は
丈
桁
短
き
垂
頸
の
衣
に
し
て
襟
あ
り
。
内

懐
に
紐
あ
り
て
盛
れ
を
結
び
外
に
垂
る
～
こ
ご
藥
師
寺
仲
、

津
姫
神
功
皇
后
の
棘
像
の
如
し
。
（
4
）
榮
儲
物
語
根
含
に
「
唐

衣
の
紐
な
ご
に
や
が
て
こ
の
詩
を
結
び
だ
り
」
ε
見
ゆ
る

は
即
ち
こ
の
紐
な
る
べ
し
。
唐
衣
は
當
代
女
官
の
最
も
装

飾
に
汲
々
た
り
し
所
に
し
て
其
の
意
匠
人
の
意
表
に
出
つ

る
を
競
ひ
た
る
の
威
あ
り
○
そ
の
文
様
に
は
織
文
榛
（
5
）

繍
交
様
（
6
）
染
分
檬
（
7
）
摺
交
襟
（
s
）
象
脹
（
9
）
歌
絡

（
加
）
の
結
構
入
昌
を
驚
か
し
π
り
Q

　
（
4
）
考
吉
學
雑
誌
　
拙
稿
「
古
聯
風
俗
に
就
て
」
に
詳
論
ぜ
り
。

　
（
5
）
榮
華
物
語
根
合
松
の
枝
お
り
れ
る
唐
衣

　
（
6
）
紫
式
蔀
日
記
　
裳
店
衣
を
算
盤
出
の
小
松
源
を
ぬ
ひ
れ
る
、

　
（
7
）
纐
纈
の
店
衣
、
、
」
西
宮
記
に
見
ゆ

第
一
巻
　
　
叢
説
　
　
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

　
（
8
）
枕
草
紙
に
地
摺
の
裳
，
帯
摺
に
し
譲
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
（
9
）
榮
華
物
語
根
合
　
蒲
黄
の
二
璽
も
ん
の
紅
梅
の
ざ
う
が
ん
金
銀
の
板

　
　
金
な
ざ
に
丈
襟
を
透
彫
な
ご
に
也
る
を
籏
め
こ
み
縫
び
つ
く
ろ
な
頭

　
（
1
〔
1
）
一
己
の
藤
漢
　
　
出
贋
衣
に
は
喚
キ
」
か
、
り
幽
り
ろ
を
歌
訓
諭
に
・
い
ご
を
か
・
し

　
　
く
か
き
六
り
。
本
節
考
古
界
第
三
編
黒
川
奥
逆
矯
藤
原
時
代
女
宮
の

　
　
盛
装
の
論
説
謬
考

唐
衣
に
は
傷
心
を
施
せ
り
。
語
口
は
即
ち
覆
輪
の
こ
ご
な
・

り
。
母
衣
の
袖
口
及
び
襟
の
概
説
に
は
種
々
の
意
匠
を
沸

へ
π
る
こ
ご
和
泉
國
穴
師
紳
就
の
女
神
像
を
見
て
知
ら
る

（
U
）
真
風
模
倣
な
る
べ
し
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
（
1
1
）
榮
華
物
語
勧
花
　
若
き
翌
々
は
縫
物
螺
釧
な
ご
、
袖
口
に
お
き
ぐ
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
　
を
・
し
、
し
ろ
が
ぬ
の
左
右
の
縣
し
て
ふ
ゼ
ぐ
み
・
し
、
萬
に
し
さ
わ
ぎ

　
　
あ
ヘ
リ
雲
、
深
香
・
山
を
、
　
n
月
の
明
ミ
・
に
．
見
渡
・
し
六
る
や
・
り
な
」
り
（
漁
際
銀

　
　
は
貝
を
綴
ぢ
つ
く
る
も
の
）

そ
の
他
蒔
絡
の
貴
院
（
金
銀
泥
に
て
書
く
も
の
）
玉
の
概
口

（
珠
玉
の
類
を
綴
ぢ
つ
け
し
も
の
）
あ
り
き
。
（
1
2
）
こ
れ
を

着
す
る
に
は
襟
を
か
へ
し
、
背
に
脱
ぎ
垂
る
、
を
普
通
癖

な
す
。
（
1
3
）

第

號

入
五
　
（
二
七
五
）



搾

第
　
一
巻
　
　
叢
。
説
　
　
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

　
（
1
2
）
猿
衣

　
（
1
3
｝
源
氏
物
議
絡
巻

　
表
着
は
覆
の
最
上
な
る
も
の
、
意
に
し
て
延
喜
式
に
は

こ
れ
を
鞄
こ
い
へ
う
Q
織
物
竪
物
あ
り
。
最
上
な
れ
ば
色

情
様
を
特
に
美
し
一
す
。
量
の
意
匠
精
巧
を
書
せ
る
あ
り

（
4
玉
）
次
に
打
衣
を
重
圏
Q
紅
ε
ぢ
い
ひ
、
多
く
愚
な
う
。

打
衣
は
砧
に
て
打
ち
て
光
澤
を
記
し
た
る
も
の
に
て
、
荏

の
墾
騰
な
b
o
後
世
は
糊
を
以
て
益
男
の
漆
板
に
張
り
乾

き
し
後
崩
れ
を
劇
ぎ
て
光
澤
を
毒
す
、
こ
れ
を
露
寒
ご
稽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

す
○
實
に
打
の
遺
風
こ
す
○
紅
に
濃
淡
あ
り
○
濃
き
を
軍

に
濃
ビ
欝
し
、
若
年
の
用
こ
す
。
そ
の
着
用
膚
事
な
き
時

三
王
に
着
す
る
遡
り
。
熟
1
5
）
叉
桂
の
下
に
着
用
す
る
こ
ご

も
な
き
に
擁
す
○
（
7
）
こ
の
下
に
は
硅
を
重
ぬ
衣
こ
も
聡

し
、
地
質
に
麿
綾
、
織
物
、
へ
紅
絞
、
浮
絞
）
あ
b
O
（
1
6
）

放
数
を
多
く
重
ね
て
着
す
れ
ば
、
重
桂
ε
も
い
ひ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
お
ぎ
の

数
中
古
劇
限
な
か
り
し
が
、
（
1
7
）
後
選
は
五
衣
ご
呼
び
て

五
放
、
こ
定
り
濾
。
熱
時
多
く
衣
を
重
ね
、
袖
口
の
太
き
を

嘗

　
　
　
　
　
　
　
第
　
二
様
．
　
　
　
一
八
山
ハ
　
（
二
七
六
）

以
て
喜
び
た
る
が
如
し
○
（
1
8
）
是
等
の
衣
服
は
下
梁
寸
法

を
梢
や
大
く
作
る
を
注
ご
す
Q
そ
の
下
に
輩
を
重
澱
。
袷

な
く
輩
な
れ
ば
此
の
名
あ
り
。
仕
立
硅
よ
り
も
・
丈
量
共
に

長
く
す
○
綾
、
羅
悩
生
等
の
地
質
あ
り
て
色
翼
紅
、
前
黄

多
く
、
文
筆
は
四
菱
、
幸
菱
等
あ
b
O
輩
を
二
放
重
ね
て

着
す
る
を
軍
艦
こ
い
ひ
（
1
9
）
鎌
倉
時
代
に
は
更
に
一
枚
の

打
軍
を
重
澱
る
こ
ご
あ
り
Q
（
O
り
“
）
叉
往
々
馬
指
枚
を
重
ぬ

る
例
も
あ
り
き
Q
ハ
2
1
）

（
1
4
）
榮
繕
物
語
根
合
巻
に
表
着
は
太
井
川
の
永
の
流
れ
に
洲
浩
…
を
鏡
に
て
．

　
’
花
の
色
々
の
か
げ
見
ゆ

（
1
5
）
紫
式
部
日
盛
人
々
は
濃
き
打
物
を
上
に
き
ぬ
り

（
1
6
）
榮
華
物
語
若
枝

（
1
7
）
榮
華
物
語
若
枝
に
こ
の
女
房
の
な
辱
．
ε
も
に
柳
櫻
山
吹
紅
梅
肪
黄

　
　
の
五
色
を
ぐ
」
り
か
は
し
つ
・
、
　
↓
人
に
三
色
づ
・
を
著
さ
へ
紛
へ
る

　
　
な
り
け
り
Q
一
人
は
一
種
を
五
つ
，
三
色
著
六
る
に
十
五
つ
・
、
あ
・

　
　
る
は
六
つ
づ
・
七
つ
づ
、
、
多
く
き
れ
ろ
は
十
八
賢
に
て
ぞ
あ
嚇
け

　
　
る
。

（
1
8
）
榮
華
物
語
初
花
　
御
衣
の
勤
口
か
さ
な
り
な
ご
の
い
み
ご
く
め
で
れ



「

　
　
う
お
に
し
ま
ぜ
ば
曇
々

　
　
同
岡
ゐ
石
大
特
よ
吸
て
，
衣
の
｛
僕
融
口
か
劇
L
へ
給
へ
る
氣
色
な
ご
人
よ
矧
こ

　
　
ぐ
」
な
の
。

（
1
9
）
蔭
紋
艶
。

　
　
落
窪
物
語
　
い
ミ
白
く
き
ょ
げ
な
る
綾
の
箪
衣
襲
二
藍
の
織
物
の
鰯

　
　
着
て
居
給
へ
り
。

（
2
0
）
塘
．
鋭

（
2
1
）
至
嘱
物
語
殿
上
花
見
膏
き
毘
二
を
電
れ
つ
、
い
く
へ
ぐ
、
も
・
し
ら
す
か
さ
れ

　
　
て
じ

　
小
稚
は
大
腰
に
賑
し
て
い
ふ
。
大
硅
は
識
こ
し
て
入
に

興
ふ
る
も
の
な
れ
ば
、
（
2
2
）
そ
の
仕
立
低
く
作
る
故
に
か

く
い
ふ
な
り
○
小
指
は
女
官
略
装
の
時
最
も
表
に
着
す
る

も
の
に
し
て
、
地
質
は
織
物
洋
織
固
織
（
2
3
｝
、
繍
（
2
4
）
溝
物

等
あ
り
て
、
色
目
交
標
共
に
華
美
を
鱗
ひ
な
り
Q
す
べ
て

女
官
の
衣
に
は
裏
地
を
表
に
返
し
て
櫓
ロ
裾
に
縁
づ
く
Q

　
　
　
む
　
む
ぐ

こ
れ
を
を
め
b
ご
い
ふ
。
小
桂
に
限
り
後
世
中
興
を
入
れ

裏
地
ご
共
に
三
重
こ
す
。
唐
衣
着
用
の
際
に
は
之
れ
を
着

せ
ざ
る
を
面
こ
す
る
な
れ
ご
（
2
5
）
ま
元
例
外
な
き
に
乱
す

第
一
巻
　
　
叢
誌
　
　
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
歳
て

（
2
6
）
裳
は
古
く
裾
ご
構
し
、
延
喜
時
代
に
は
上
三
下
裾
の

二
種
の
裾
あ
り
て
、
裳
は
そ
の
上
鮎
に
釣
り
、
下
裾
は
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
き
そ

制
の
摺
に
當
れ
り
○
．
（
四
‘
2
）
裳
は
纒
衣
の
約
に
て
腰
よ
り
下
・

に
纒
ひ
し
漿
あ
る
も
の
な
り
し
が
、
圓
融
天
皇
の
頃
よ
り

巡
遊
の
風
俗
蓮
嘱
す
る
ご
共
に
、
前
面
開
き
逡
に
は
背
面

に
の
み
昔
の
悌
を
留
む
る
に
至
れ
り
。
（
2
8
）
裳
の
腰
は
装

、
飾
こ
な
り
て
引
腰
こ
な
り
、
用
を
な
さ
い
れ
ば
更
に
小
腰

を
以
て
前
面
に
結
び
、
裳
を
纒
ふ
。
地
質
は
紗
羅
三
等
の
薄

物
畠
、
綾
、
あ
り
。
舌
早
に
織
文
様
（
2
9
）
繍
文
機
（
6
）
摺

文
檬
（
3
0
）
売
文
襟
（
翫
）
象
眼
（
3
2
）
金
銀
泥
等
あ
り
○
着
用

に
二
重
三
重
も
重
触
る
こ
ご
あ
り
。
（
3
3
）

　
（
2
2
）
餌
富
記
（
臨
時
五
）
延
喜
八
、
十
ご
、
十
一
　
右
中
仁
心
衡
傳
・
勅
紛
二

　
　
白
大
掛
一
重
．

　
（
2
3
）
源
氏
物
語
玉
璽
紅
梅
の
い
ミ
紋
う
き
六
る
レ
2
び
染
の
小
強

　
（
2
4
）
二
上
　
梅
の
折
枝
蝶
鳥
飛
…
ぴ
ち
が
ひ
唐
め
い
六
ろ
白
・
き
小
穣

　
（
2
5
）
塁
寵
測
託
久
安
四
九
廿
八

　
（
2
6
）
申
右
記
寛
治
五
年
†
月
回
五
臼
の
鎌
　
今
夜
女
御
御
話
束

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
翻
意
蘇
芳
御
衣
五
、
濃
御
製
、
同
御
袴
、
同
打
衣
、
上
蓋
梅
花
五
重

第
二
號
　
　
　
、
入
七
　
（
二
七
七
）



　
　
　
第
一
谷
　
　
叢
　
説
　
　
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
よ
君
黄
菊
五
重
、
小
打
着
赤
色
五
霊
篤
衣
、
白
羅
智
嚢
也

（
2
7
）
瓶
育
學
難
誌
第
五
艦
第
一
號
拙
稿
古
前
像
風
俗
に
就
て
勢
照

（
凶
）
．
後
世
纐
纈
裳
ミ
い
ふ
も
の
あ
り
。
形
状
裳
の
原
始
的
形
状
を
淺
ぜ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
つ
　
　

　
　
正
串
御
飾
記
に
生
絹
御
裳
一
腰
亀
玉
絹
也
以
上
翠
御
裟
、
各
長
五
尺

　
　
　
　
じ
　
こ
つ
　
　
　
ハ
い
　
　
む
　
む

　
　
む
　
む

　
　
齊
長
与
丈
腰
長
一
丈
三
尺
紺
御
田
上
に
奉
仕
之
オ
あ
る
は
古
式
の
形

　
　
状
を
示
す
も
の
ε
い
ふ

　
　
べ
し

（
幻
）
紫
式
郡
厳
罰
　
裳
は
海

　
　
賦
を
織
り
て

（
割
）
枕
草
紙
　
地
摺
の
康
の

　
　
う
す
も
の
に
象
眼
か
さ

　
　
れ
六
る
御
も
　
　
　
．

（
翫
）
ザ
印
幡
一
再
（
臨
時
四
）
　
日

　
　
隔
心
（
鹿
チ
に
叢
る
も

　
　
の
）

（
認
）
一
覧
部
日
記
　
白
金
の

　
　
混
し
て
い
ミ
あ
ざ
や
か
に
大
海
に
す
り
れ
る
裳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
O
　
⊃

（
繍
）
売
マ
無
智
物
粧
…

　
も
き
て
’

嘩　一 禽
認
識

裳の纈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
む
　
む
　
　

内
に
子
六
ち
う
な
る
こ
も
か
さ
れ
の
裳
店
衣
か
ざ
み
ご

枕
草
紙
、
裳
の
條
に
し
び
ら
こ
い
へ
る
も
の
見
ゆ
。

▼
」

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
八
八
　
（
二
七
八
）

れ
即
ち
綴
に
し
て
、
裳
を
背
面
に
曳
く
に
至
り
て
も
、
摺

は
猶
ほ
古
式
を
嘱
せ
し
も
の
な
る
べ
し
○
自
民
夕
顔
の
雀

に
時
々
申
垣
の
か
い
ま
み
し
侍
る
に
、
げ
に
若
き
女
こ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ヘ
リ
　
つ
　
　
レ
む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
透
影
見
ぬ
侍
り
。
し
び
ら
だ
っ
も
の
か
ご
ご
ば
か
り
引

　
　
　
　

き
か
け
て
こ
あ
る
鶴
だ
つ
も
の
は
、
馬
券
物
語
の
「
腰
き

躍
し
ご
い
へ
る
も
の
こ
同
じ
く
、
俘
大
納
言
、
信
貴
山
縁

超
、
扇
面
爲
維
に
見
ゆ
る
女
の
小
曲
の
上
よ
り
腰
に
憲
け

る
衣
を
指
す
も
の
な
る
べ
し
○

　
次
に
袴
は
延
喜
式
縫
殿
寮
に
袷
、
輩
、
の
種
類
見
ぬ
、

地
質
は
生
、
綾
、
色
目
は
紅
及
び
濃
を
普
通
こ
す
○
裳
網

背
面
に
装
飾
こ
な
り
、
袴
漸
く
外
颪
に
現
は
る
～
に
至
り

袴
も
長
袴
を
琵
じ
、
装
飾
に
丈
襟
を
加
へ
趨
り
○
（
2
4
）
叉

袴
を
三
重
も
穿
つ
．
こ
ご
あ
り
Q
（
2
5
）
外
出
に
は
切
袴
を
穿

ち
、
若
し
く
は
袴
を
穿
だ
ざ
る
こ
ご
な
き
に
堕
す
○
　
（
2
6
）

　
次
に
細
長
は
後
世
陽
液
鞄
に
似
て
領
に
水
干
の
如
く
長

き
紐
を
附
し
、
櫨
括
あ
る
も
の
を
総
す
れ
ご
、
中
古
に
は

砲
を
簡
便
に
細
長
く
作
り
し
も
の
に
て
、
紐
、
袖
括
も
無

F



か
り
し
が
如
し
O
（
3
7
）
地
は
薄
物
空
穂
物
語
織
物
源
馬
若
楽

　
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ざ
み

に
し
て
、
色
に
規
定
な
し
、
童
女
は
叉
書
幅
を
用
う
汗
杉

も
亦
こ
れ
ご
殆
ん
ご
詞
形
懸
を
嘱
せ
り
。
へ
5
8
）
但
し
裾
は

頗
る
長
か
り
し
も
の
な
る
に
似
た
り
○
（
3
9
）
地
織
物
～
尋

絹
、
色
一
定
せ
す
○
（
4
0
）
細
袴
ご
業
に
着
し
、
（
4
1
）
叉
染

衣
、
し
も
着
す
る
こ
ご
あ
り
き
。
（
昭
）

　
（
4
）
厩
流
寓
纏
に
蝶
の
三
襟
あ
る
あ
り
。
榮
華
物
語
村
合
に
袴
は
ミ
な
ぜ

　
　
の
瀧
の
水
上
下
紅
葉
の
散
り
か
ひ
乳
ろ
い
ミ
を
か
し

　
（
部
）
空
穗
物
語
少
將
に
α
あ
や
の
う
ち
き
三
重
か
さ
れ
の
袴
な
ご
を
ま
う

　
　
け
給
へ

（
舗
）
罷
颪
一
回
年
中
行
事
絵
巷

（
7
）
承
安
五
節
圃

（
8
）
堀
倉
考
に
先
二
上
ル
所
ノ
圖
縮
購
品
（
細
長
汗
彩
）
相
似
タ
サ
。
若
ハ

　
　
西
語
一
物
ニ
ア
小
人
ノ
碧
ス
ル
ハ
狭
ク
小
キ
ナ
ル
ニ
依
テ
細
長
ト
名

　
　
ヅ
ケ
是
ヨ
リ
ご
物
相
別
レ
タ
ル
歎
ト
ア
リ
、
此
事
誰
ト
ス
ベ
キ
丈
ハ

　
　
‘
見
向
ザ
レ
ド
モ
、
頗
ル
然
モ
有
ベ
キ
事
ナ
リ
（
こ
の
細
長
は
少
年
用

　
　
を
指
す
）

（
3
9
）
貌
草
紙
な
ご
汗
彩
は
塊
長
ご
云
へ
か
・
し

（
｝
｛
4
）
同
書
春
は
つ
・
ど
、
さ
く
ら
、
夏
は
銅
製
莫
く
ち
ば
　
　
　
”

第
　
　
巻
　
　
叢
　
論
　
　
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
に
就
て

　
（
L
4
）
小
右
記
長
和
三
、
十
一
、
十
九
　
董
女
二
人
群
塊
蒲
特
染
汗
彰
茜
染

　
　
綿
料
霜
一
襲
西
菊
重
纏
細
一
襲
其
著
衣
表
務
一
一
一
霊
、
聾
染
袴

　
（
4
2
）
枕
草
紙
　
窟
衣
を
六
い
か
ざ
み
の
う
べ
に
う
ち
き
て
。

　
　
　
　
曲
ハ

　
以
上
縷
果
せ
し
駈
は
藤
原
豊
代
の
堂
上
諸
家
を
中
心
こ

し
た
る
容
儀
服
飾
の
概
槻
に
係
る
○
其
個
々
の
事
解
に
就

て
は
他
日
稿
を
改
の
て
詳
説
す
る
の
期
め
る
を
信
ず
。
抑

藤
原
氏
山
門
が
鍵
夜
遊
樂
に
耽
り
悔
華
奢
風
流
を
事
こ
し

叉
他
を
顧
み
ざ
る
聞
に
優
美
繊
麗
な
る
如
上
の
風
俗
は
自

ら
馴
致
せ
ら
れ
た
り
。
當
時
粉
粧
を
事
こ
し
、
珠
玉
錦
繍

の
禰
を
翻
し
癖
儀
の
美
を
競
ひ
た
る
も
の
は
、
寓
廷
に
奉

仕
せ
る
女
官
に
非
ん
ば
、
零
墨
諸
家
の
女
性
な
り
き
Q
恰

も
江
戸
蒔
代
延
寳
の
頃
衣
装
競
べ
所
々
に
起
り
、
江
戸
の

富
豪
石
川
某
の
妻
女
が
小
袖
文
糠
南
天
の
實
を
表
す
に
無

数
の
珊
瑚
珠
を
以
て
そ
の
競
雫
に
勝
利
を
博
し
把
る
事
實

ご
軌
を
一
に
せ
る
の
威
あ
り
Q
藤
原
時
代
の
容
儀
服
飾
の

三
家
は
多
く
唐
風
に
あ
り
把
れ
ご
、
癬
こ
の
國
交
絶
ね
て

第
二
號

入
九
　
（
．
二
七
九
）

♂



6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曝

　
　
　
第
．
一
白
　
　
叢
　
説
　
　
台
本
に
於
σ
る
北
辰
北
斗
の
倍
仰

よ
b
漸
次
藤
原
氏
の
好
爾
に
適
癒
せ
る
の
風
俗
ご
醇
化
も
「

爾
後
数
百
年
間
公
武
風
俗
の
窪
溜
こ
な
り
し
な
り
。

　
終
に
臨
み
本
稿
を
草
す
る
に
駆
り
、
第
三
高
等
學
稜
敷

授
文
學
士
林
森
太
郎
先
生
、
京
都
給
書
算
二
三
校
講
師
猪

熊
淺
麿
先
生
、
交
虚
器
爾
脇
豊
造
浅
に
負
ふ
研
多
し
。
謹

み
て
謝
す
。

日
本
に
於
け
る
北
辰
北
斗
の

電
蓄

文
學
士
　
清
　
原
　
貞
　
…
雄

『
天
然
物
中
天
野
畑
に
握
月
星
辰
の
信
仰
は
、
殆
ん
ざ
あ
ら

ゆ
る
一
文
明
の
程
度
低
き
一
就
會
に
行
は
れ
把
る
が

如
く
、
殊
に
星
占
術
等
の
登
達
せ
る
印
度
支
那
或
は
埃
及

等
に
盛
な
り
し
が
如
し
O

臼
本
に
於
て
も
日
月
の
法
号
は
、
明
に
存
し
懸
る
も
の
な

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
九
〇
　
（
二
八
○
）

れ
ざ
も
、
濁
り
星
の
崇
拝
は
、
其
有
無
明
な
ら
す
O
右
事

記
日
本
書
紀
に
現
は
れ
だ
る
紳
誘
を
探
す
も
星
に
關
す
る

淋
は
、
殆
ん
ご
登
見
せ
ら
れ
す
。
唯
、
一
つ
星
棘
香
々
背

男
、
一
名
天
隷
甕
星
の
名
あ
れ
こ
も
、
崇
舞
せ
ら
れ
た
る

形
逃
を
認
め
す
。
猶
叉
、
延
暦
二
十
三
年
勅
命
を
奉
じ
て

瀞
宮
よ
り
出
し
π
る
皇
太
榊
宮
儀
式
帳
に
、
天
心
婆
留
女

命
な
る
帥
に
關
係
あ
る
紳
就
あ
り
。
即
ち
皇
太
憩
宮
の
末

励
、
江
の
紳
祇
。
榛
原
肚
。
三
田
瀞
説
に
し
て
涯
憩
就
ぱ
須

婆
留
女
命
、
他
の
二
説
は
其
子
を
祭
れ
る
も
の
ε
せ
ら
る

是
等
は
延
喜
の
紳
名
帳
に
も
見
ね
た
る
も
の
な
り
○
此
須

婆
留
女
命
は
記
紀
に
見
ね
ざ
る
憩
な
る
が
、
從
來
の
學
者

の
説
に
て
は
、
昴
星
、
國
語
に
て
班
調
「
ス
パ
〃
」
叉
は

｛，

X
マ
ル
」
こ
い
ふ
星
な
り
ご
や
ふ
○
若
し
之
が
果
し
て
學

齎
の
説
の
如
く
な
ら
ば
、
星
の
信
仰
に
關
す
る
興
味
あ
る

材
料
な
れ
ざ
も
、
此
須
繋
留
落
命
に
尊
し
て
は
、
他
に
何

等
の
手
掛
な
く
叉
三
者
の
説
ま
セ
首
肯
す
る
に
足
ら
す
。

然
る
に
後
穂
に
至
り
て
は
、
星
の
信
仰
は
、
腕
本
の
信
仰


